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は
じ
め
に

　

本
稿
は
日
中
近
代
書
画
碑
帖
収
蔵
史
研
究
の
一
環
と
し
て
行
う
も

の
で
あ
り
、
特
に
収
蔵
史
上
劃
期
を
な
す
辛
亥
革
命
か
ら
第
二
次
世

界
大
戦
終
了
時
ま
で
の
時
期
に
活
動
し
た
山
本
二
峯
（
一
八
七
〇
―

一
九
三
七
）
の
収
蔵
に
関
し
て
検
討
す
る
も
の
で
あ
る
。
二
峯
の
名

は
悌
二
郎
、
斎
号
は
澄
懐
堂
・
香
雪
書
屋
・
蕉
雪
吟
館
・
陶
然
居
・

宝
宋
堂
・
海
山
仙
館
（
（
（

。
新
潟
県
出
身
の
実
業
家
・
政
治
家
で
あ
り
、

田
中
義
一
及
び
犬
養
毅
内
閣
で
農
林
大
臣
に
就
任
し
て
い
る
。
ま
た
、

山
本
悌
二
郎
『
澄
懐
堂
書
画
目
録
』（
以
下
『
目
録
』、
文
求
堂
、
一

九
三
二
）
に
は
二
峯
の
中
国
書
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
一
一
七
六
件
が
記

載
さ
れ
、
そ
の
数
量
及
び
全
時
代
の
書
画
を
網
羅
的
に
蒐
集
し
て
い

た
点
に
お
い
て
は
、
当
時
の
書
画
碑
帖
収
蔵
家
の
代
表
格
と
し
て
挙

げ
る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
山
本
悌
二
郎
・
紀
成
虎
一
『
宋
元
明

清
書
画
名
賢
詳
伝
』（
田
中
慶
太
郎
、
一
九
二
七
）
の
凡
例
に
見
る

よ
う
に
、『
目
録
』
上
梓
後
も
獲
得
さ
れ
た
書
画
は
あ
っ
た
が
、
実

質
的
に
『
目
録
』
の
刊
行
さ
れ
た
昭
和
初
期
に
は
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
が
完
成
し
た
も
の
と
考
え
て
よ
い
。
こ
の
ほ
か
に
も
書
画
以
外
の

文
物
、
例
え
ば
、
儒
者
物
や
刀
剣
、
坂
東
貫
山
（
一
八
八
七
―
一
九

六
六
）
か
ら
割
愛
さ
れ
た
名
硯
・
文
房
小
品
・
明
器
・
土
偶
の
類
を

収
蔵
し
た
が
、
こ
れ
以
外
の
文
物
収
蔵
の
実
態
は
不
明
で
あ
る
。
二

峯
は
東
京
市
上
目
黒
五
本
木
の
二
万
三
千
坪
の
本
邸
に
居
住
し
て
い

た
が
、
関
東
大
震
災
で
は
網
屋
（
刀
剣
商
）
に
預
け
て
い
た
刀
剣
を

除
き
罹
災
を
免
れ
た
（
（
（

。
し
か
し
、
二
峯
の
晩
年
に
散
佚
し
た
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
多
く
、
伊
藤
み
の
り
編
「
澄
懐
堂
遺
失
書
画
目
（
稿
）」

（『
澄
懐
』
第
一
号
、
二
〇
〇
〇
、
六
七
―
七
二
頁
）
に
そ
れ
を
窺
う

こ
と
が
で
き
る
。
昭
和
一
〇
年
前
後
に
二
峯
の
側
近
で
あ
っ
た
猪
熊

信
行
（
一
九
〇
六
―
一
九
九
一
）
が
そ
の
一
部
を
受
け
継
ぎ
、
現
在

は
猪
熊
か
ら
寄
贈
を
受
け
た
一
般
財
団
法
人
澄
懐
堂
美
術
館
（
三
重

県
四
日
市
市
）
に
継
承
さ
れ
、
一
般
に
公
開
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み

 　
　

山
本
二
峯
の
収
蔵
に
関
す
る
一
考
察

　
　
　
　

―
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
湖
南
宛
二
峯
書
簡
を
中
心
と
し
て
―

下　

田　

章　

平　
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に
、
昭
和
九
年
五
月
二
一
日
か
ら
二
三
日
ま
で
有
恒
倶
楽
部
（
大
阪

市
）
で
二
峯
の
硯
と
書
画
の
展
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
没
後
の
昭
和
一

三
年
九
月
一
七
日
か
ら
一
八
日
に
東
京
図
書
倶
楽
部
で
二
峯
旧
蔵
の

書
画
関
係
漢
籍
の
売
立
が
行
わ
れ
て
い
る
（
（
（

。

　

二
峯
の
収
蔵
に
関
す
る
先
行
研
究
と
し
て
は
、
ま
ず
杉
村
邦
彦

「
内
藤
湖
南
と
山
本
二
峯
―
澄
懐
堂
収
蔵
の
中
国
書
画
を
め
ぐ
っ
て

―
」（
注
（
１
）
参
照
）
が
挙
げ
ら
れ
る
。
杉
村
氏
は
二
峯
の
閲
歴

と
澄
懐
堂
に
収
蔵
さ
れ
た
中
国
書
画
の
由
来
に
つ
い
て
検
討
し
た
上

で
、
内
藤
湖
南
（
一
八
六
六
―
一
九
三
四
）
の
題
跋
や
書
簡
に
よ
っ

て
そ
の
鑑
定
や
両
者
の
交
流
に
つ
い
て
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
こ
の

ほ
か
に
も
澄
懐
堂
美
術
館
紀
要
『
澄
懐
』
等
に
も
断
片
的
な
言
及
が

見
ら
れ
る
。
こ
こ
で
先
行
研
究
の
課
題
を
指
摘
し
て
お
こ
う
。
二
峯

の
収
蔵
関
係
の
一
次
資
料
は
極
め
て
少
な
く
、
令
和
二
年
六
月
二
五

日
に
行
っ
た
井
後
尚
久
氏
（
澄
懐
堂
美
術
館
学
芸
員
）
へ
の
取
材
に

よ
る
と
、
澄
懐
堂
美
術
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
の
は
二
峯
の
旧
蔵
品

の
み
で
あ
り
、
書
簡
等
の
資
料
は
残
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
。
こ
の

よ
う
な
事
情
も
あ
り
、
二
峯
の
収
蔵
に
お
け
る
交
友
関
係
や
収
蔵
観
、

書
画
以
外
の
文
物
収
蔵
の
実
態
に
つ
い
て
検
討
さ
れ
た
も
の
は
従
来

あ
ま
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

　

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
関
西
大

学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
湖
南
宛
二
峯
書
簡
を
分
析
の
対
象
と
し
、

上
述
の
先
行
研
究
の
課
題
を
解
決
し
た
い
。
本
稿
で
当
該
書
簡
に
着

目
し
た
の
は
、
杉
村
氏
論
考
（
上
掲
）
に
す
で
に
言
及
さ
れ
て
い
る

よ
う
に
、
湖
南
は
二
峯
の
収
蔵
書
画
の
鑑
定
に
関
わ
っ
た
人
物
で
あ

る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
書
簡
に
は
収
蔵
に
関
す
る
内
容
が
見
ら
れ
、

書
簡
同
封
の
二
峯
の
詩
に
は
、
文
物
や
二
峯
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成

に
関
わ
っ
た
人
物
を
詠
じ
た
も
の
が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
資
料
は

い
ず
れ
も
昭
和
初
期
、
す
な
わ
ち
上
述
し
た
よ
う
に
二
峯
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
の
完
成
期
に
あ
た
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
優
品
及
び
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
形
成
に
最
も
深
く
関
与
し
た
人
物
が
詠
じ
ら
れ
て
い
る
と
見

る
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
書
簡
同
封
の
二
峯
の
詩
は
、
二
峯
最
後
の

漢
詩
集
『
蕉
雪
吟
館
詩
草
』（
以
下
『
詩
草
』、
私
家
版
、
一
九
三

三
）
に
湖
南
の
添
削
を
経
て
掲
載
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
添
削
の

段
階
で
削
除
さ
れ
た
収
蔵
に
関
わ
る
有
益
な
情
報
も
含
ま
れ
て
い
る

点
で
本
資
料
は
収
蔵
史
研
究
上
の
価
値
が
あ
る
と
い
え
る
。

　

本
稿
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
中
国
書
画
碑
帖
の
日
本
へ
の
流
入
及

び
そ
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
形
成
の
一
端
、
す
な
わ
ち
二
峯
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
だ
け
で
な
く
、
特
に
洋
画
家
で
昭
和
一
一
年
に
書
道
博
物
館
を

開
設
し
た
中
村
不
折
（
一
八
六
六
―
一
九
四
三
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

形
成
の
背
景
も
明
ら
か
と
な
る
だ
ろ
う
。
ま
た
、
当
時
の
日
本
の
中

国
絵
画
・
書
道
史
研
究
は
、
収
蔵
家
が
新
た
に
獲
得
し
た
書
画
碑
帖

に
よ
っ
て
再
検
討
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
本
稿
で
の
検
討
に
よ
っ
て
、
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当
時
の
中
国
絵
画
史
研
究
を
リ
ー
ド
し
た
湖
南
と
二
峯
の
収
蔵
観

（
絵
画
史
観
）
の
相
違
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
、

本
稿
で
は
作
品
の
作
者
は
『
目
録
』
に
従
う
。
ま
た
、
表
記
に
関
し

て
は
、
引
用
文
も
含
め
て
常
用
字
体
を
使
用
し
、
人
名
は
通
称
と
し
、

〔　

〕
に
は
稿
者
が
補
足
し
た
語
句
を
記
し
た
。
書
簡
の
表
記
や
改

行
は
統
一
性
に
欠
け
る
も
の
の
原
文
の
ま
ま
と
し
、
脚
注
は
［　

］

内
に
、
改
行
は
「
／
」
で
示
す
こ
と
に
し
た
い
。

一　

関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
湖
南
宛
二
峯
書
簡

　

関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
湖
南
宛
書
簡
等
の
目
録
（
（
（

に
よ
る

と
、
湖
南
宛
二
峯
書
簡
は
一
九
通
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
二
峯

が
湖
南
に
送
付
し
た
年
と
整
理
番
号
を
紀
年
順
に
整
理
す
る
と
、
日

時
の
不
明
な
も
の
を
除
き
、
そ
の
す
べ
て
が
昭
和
初
期
の
も
の
で
あ

っ
た
。

　

・
昭
和
二
年　

一
件
（
八
三
七
四
）

　

・
昭
和
三
年　

五
件
（
八
三
一
三
・
八
三
一
二
・
八
三
七
二
・
八

三
六
一
・
八
三
六
九
）

　

・
昭
和
五
年　

一
件
（
八
三
二
〇
）

　

・
昭
和
六
年　

五
件
（
五
六
〇
二
・
六
二
二
七
・
五
六
九
三
・
六

八
一
二
・
五
六
〇
六
）

　

・
昭
和
七
年　

三
件
（
八
三
五
二
・
八
三
七
〇
・
五
六
四
四
）

　

・
昭
和
八
年　

二
件
（
八
三
五
三
・
五
六
二
五
）

　

・
不
明　
　
　

二
件
（
五
六
九
五
・
六
三
〇
三
）

こ
れ
ら
の
書
簡
の
内
容
に
関
し
て
は
、
大
半
が
漢
詩
の
応
酬
、
添
削

依
頼
と
思
わ
れ
る
も
の
で
あ
る
（
八
三
七
四
・
八
三
一
三
・
八
三
一

二
・
八
三
七
二
・
八
三
六
一
・
八
三
六
九
・
八
三
二
〇
・
五
六
〇
二
・

八
三
五
二
・
八
三
七
〇
・
五
六
四
四
・
八
三
五
三
）。
こ
の
ほ
か
に
、

二
峯
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
鑑
賞
の
招
待
（
八
三
七
四
・
六
二
二
七
）、

上
掲
『
目
録
』
序
文
依
頼
（
五
六
九
三
・
六
八
一
二
・
五
六
〇
六
・

八
三
五
二
）、『
詩
草
』
の
題
簽
揮
毫
依
頼
（
八
三
五
三
・
五
六
二

五
）、
白
鶴
美
術
館
建
設
の
相
談
（
五
六
九
五
）、
封
筒
の
み
で
内
容

が
不
明
な
も
の
（
六
三
〇
三
）
が
あ
る
。

　

上
掲
杉
村
氏
論
考
で
は
大
正
二
年
一
二
月
の
作
で
あ
る
「
倪
文
正

瀟
湘
夜
雨
詩
画
軸
跋
」（『
内
藤
湖
南
全
集
』
巻
一
四
、
一
九
七
六
、

筑
摩
書
房
、
一
六
六
頁
）
を
挙
げ
て
、
二
峯
と
湖
南
の
交
友
が
遅
く

と
も
こ
の
頃
に
は
す
で
に
始
ま
っ
て
い
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う

に
、
関
西
大
学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
の
当
該
書
簡
に
は
時
期
的
な

偏
り
が
見
ら
れ
る
こ
と
は
否
め
な
い
が
、
上
述
の
よ
う
に
、
当
該
書

簡
は
二
峯
の
収
蔵
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

二　

二
峯
の
収
蔵
を
め
ぐ
る
交
友
関
係

　

二
峯
の
収
蔵
を
め
ぐ
る
交
友
関
係
に
関
し
て
は
、
山
本
修
之
助
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『
山
本
悌
二
郎
先
生
』（
山
本
悌
二
郎
先
生
顕
彰
会
、
一
九
六
五
、
一

一
二
頁
）
に
、

　

蒐
集
の
規
模
は
、
ま
た
大
変
な
も
の
で
、
そ
の
目
標
は
中
国

歴
代
名
家
を
全
部
あ
つ
め
よ
う
と
い
う
の
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、

そ
の
鑑
別
に
あ
た
っ
て
は
精
魂
を
傾
け
、
一
軸
を
手
に
入
れ
る

ご
と
に
、
こ
の
道
の
大
家
か
ら
意
見
を
き
く
こ
と
に
し
て
い
た
。

東
京
で
は
、
大
村
西
崖
・
滑
川
澹
如
・
黒
木
欽
堂
・
河
井
荃
廬
、

関
西
で
は
内
藤
湖
南
・
長
尾
雨
山
の
諸
家
に
は
か
っ
た
。

と
言
及
す
る
。
こ
こ
に
挙
げ
ら
れ
た
人
物
は
、
中
国
書
画
碑
帖
に
対

す
る
広
範
で
専
門
的
な
知
識
を
持
ち
、
作
品
の
真
贋
の
鑑
定
や
鑑
賞

を
担
っ
た
賞
鑑
家
と
し
て
当
時
著
名
で
あ
っ
た
人
物
と
い
え
る
が
、

二
峯
は
上
掲
賞
鑑
家
の
中
で
ど
の
人
物
と
深
い
交
友
関
係
に
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
は
、
八
三
二
〇
書
簡
（
昭
和
五
年
一
一
月

一
一
日
消
印
）
同
封
の
「
懐
人
十
律
」
に
よ
っ
て
検
討
し
て
お
こ
う
。

　
「
懐
人
十
律
」
は
縦
二
四
・
六
セ
ン
チ
、
横
三
三
・
七
セ
ン
チ
の

宣
紙
を
使
用
し
て
活
版
に
附
し
た
も
の
で
あ
る
。
紀
年
は
記
さ
れ
て

い
な
い
が
、
湖
南
を
詠
じ
た
七
律
を
二
峯
が
同
封
の
詩
牋
に
揮
毫
し

て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
該
書
簡
の
差
し
出
さ
れ
た
昭
和
五
年
頃

に
作
ら
れ
た
と
見
て
よ
い
。
そ
の
内
容
は
、
二
峯
と
交
友
関
係
に
あ

っ
た
一
〇
名
の
人
物
を
そ
れ
ぞ
れ
七
律
に
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
一

〇
名
と
は
、
橋
本
独
山
（
一
八
六
九
―
一
九
三
八
、
臨
済
宗
の
僧
侶
、

書
画
家
）、
小
久
保
城
南
（
一
八
六
五
―
一
九
三
九
、
名
は
喜
七
、

政
治
家
、
漢
詩
人
）、
湖
南
、
国
分
青
厓
（
一
八
五
七
―
一
九
四
四
、

漢
詩
人
）、
長
尾
雨
山
（
一
八
六
四
―
一
九
四
二
、
名
は
甲
、
漢
詩

人
、
書
画
篆
刻
家
、
賞
鑑
家
）、
小
田
切
銀
台
（
一
八
六
八
―
一
九

三
四
、
名
は
万
寿
之
助
、
外
交
官
、
銀
行
家
、
漢
詩
人
）、
江
木
錦

江
（
一
八
七
三
―
一
九
三
二
、
名
は
翼た

す
く、

官
僚
、
政
治
家
）、
羅
叔

言
（
一
八
六
六
―
一
九
四
〇
、
名
は
振
玉
、
学
者
、
政
治
家
、
賞
鑑

家
）、
鄭
蘇
戡
（
一
八
六
〇
―
一
九
三
八
、
名
は
孝
胥
、
官
僚
、
政

治
家
）、
汪
栄
宝
（
一
八
七
八
―
一
九
三
三
、
外
交
官
）
で
あ
る
。

後
に
上
掲
『
詩
草
』
に
「
懐
人
八
首
」
と
改
題
し
て
収
録
さ
れ
、
城

南
と
銀
台
の
詩
が
削
除
さ
れ
て
い
る
。

　
「
懐
人
十
律
」
の
中
で
書
画
碑
帖
の
収
蔵
関
係
者
と
し
て
着
目
さ

れ
る
の
は
、
湖
南
、
雨
山
、
羅
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
前
稿
（
（
（

で
指
摘
す

る
「
犬
養
木
堂
を
中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」
に
所
属
す
る
人
物
で
あ

り
、
昭
和
初
期
に
お
い
て
二
峯
は
こ
の
収
蔵
集
団
と
三
人
の
賞
鑑
家

を
重
視
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
次
に
、
湖
南
宛
二
峯
書
簡
に

よ
っ
て
、
二
峯
と
湖
南
の
収
蔵
を
め
ぐ
る
交
友
関
係
に
焦
点
を
あ
て

て
分
析
し
て
お
こ
う
。

　

ま
ず
、
二
峯
は
書
画
金
石
を
獲
得
し
た
際
に
は
、
湖
南
と
と
も
に

鑑
賞
し
て
い
る
。
八
三
七
四
書
簡
（
昭
和
二
年
□
月
一
二
日
）
は
消

印
が
な
く
封
書
本
紙
に
、「
十
二
日
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
が
、
同
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封
の
詩
牋
六
枚
の
一
つ
に
、「
丁
卯
初
冬
」
と
あ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

昭
和
二
年
一
〇
月
（
陰
暦
）
に
差
し
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
判
明

す
る
。
ま
た
、
封
筒
表
書
に
「
木
挽
町
小
松
屋
ニ
テ
／
内
藤
虎
次
郎

様
」
と
あ
り
、
湖
南
の
上
京
し
た
こ
と
を
知
っ
た
二
峯
が
湖
南
に
使

者
を
遣
わ
し
て
送
っ
た
書
簡
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
。
封
書
本
紙
に
、

…
…
石
渠
宝
笈
所
載
の
徽
／
宗
の
筆
五
色
鸚
鵡
図
巻
／
手
に
入

り
居
り
候
ニ
付
御
目
に
／
掛
け
度
就
て
は
明
十
三
日
晩
／
ま
で

御
滞
在
奈
〔
な
〕
ら
ば
同
日
五
時
／
頃
よ
り
弊
寓
に
て
晩
餐
／

を
共
に
以
多
〔
い
た
〕
し
度
御
都
合
の
程
／
電
話
に
て
御
回
答

願
上
候
／
匆
々
／
十
二
日
／
山
本
／
内
藤
老
兄

と
あ
り
、
二
峯
は
湖
南
と
新
獲
の
「
徽
宗
五
色
鸚
鵡
図
巻
［
石
渠
旧

蔵
］」（
上
掲
『
目
録
』
巻
一
所
収
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
蔵
）
の
鑑
賞

に
招
待
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
八
三
六
九
書
簡
（
昭
和
三
年
八
月
二

六
日
消
印
）
封
書
本
紙
に
は
、

…
…
過
日
劉
松
年
の
設
色
山
水
を
獲
得
以
多
〔
い
た
〕
し
候
宋

景
濂
の
／
題
詩
あ
り
確
可
〔
か
〕
に
真
蹟
と
存
じ
候
へ
共
其
中

機
会
を
得
て
／
高
鑑
を
乞
ひ
可
申
候
／
湖
南
老
兄 

明
後
日
帰

京
の
都
合
に
御
坐
候 

悌
拜
／
八
月
廿
六
日

と
記
さ
れ
、
新
獲
の
「
劉
松
年
蜀
道
図
立
軸
」（
上
掲
『
目
録
』
巻

一
所
収
）
の
鑑
賞
を
促
し
て
い
る
。「
帰
京
」
云
々
と
あ
る
の
は
、

二
峯
が
「
箱
根
奈
良
屋
ニ
テ
」（
封
書
裏
書
）
と
あ
る
よ
う
に
箱
根

で
休
養
中
で
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

六
二
二
七
書
簡
（
昭
和
六
年
三
月
一
五
日
）
に
は
消
印
が
な
く
、

書
簡
に
「
三
月
十
五
日
」
と
見
え
る
だ
け
で
あ
る
。
し
か
し
、
封
書

本
紙
に
、「
明
日
者
〔
は
〕
幸
ひ
日
曜
」
と
あ
る
記
述
に
よ
っ
て
、

昭
和
六
年
の
も
の
と
判
断
さ
れ
る
。
封
書
表
書
に
、「
四
谷
区
阪
町

五
番
地
／
小
松
屋
旅
館
尓
〔
に
〕
て
／
内
藤
虎
次
郎
様
」
と
あ
る
こ

と
で
、
上
掲
八
三
七
四
書
簡
と
同
じ
く
、
湖
南
上
京
の
際
に
手
渡
さ

れ
た
書
簡
と
見
ら
れ
る
。
封
書
本
紙
に
、

…
…
就
て
者
〔
は
〕
明
日
者
〔
は
〕
幸
ひ
日
曜
尓
〔
に
〕
候
へ

〔
ば
〕
午
後
二
時
頃
与
〔
よ
〕
り
弊
／
荘
へ
御
来
遊
相
叶
ひ

候
者
〔
は
〕
ゞ
／
欣
幸
の
至
尓
〔
に
〕
存
候
其
後
／
獲
得
の
書

画
金
石
類
も
／
御
目
尓
〔
に
〕
掛
け
御
高
鑒
を
仰
／
ぎ
度
存
じ

候
右
ハ
都
合
下
／
左
〔
さ
〕
れ
候
者
〔
は
〕
ゞ
明
日
一
時
半
頃

／
御
迎
ひ
の
自
働
車
差
出
／
し
可
申
候
庭
前
の
梅
花
も
／
綻
ひ

居
り
候
折
柄
半
日
の
／
御
清
遊
是
非
御
勧
め
申
上
候
／
右
御
案

内
旁
〻
御
左
右
御
伺
／
申
上
候
／
匆
〻
／
三
月
十
五
日
／
山
本

／
内
藤
賢
臺
／
侍
史
／
博
文
堂
主
人
も
御
同
伴
／
可
被
下
候

と
見
え
る
。
新
獲
の
「
書
画
金
石
」
の
鑑
賞
及
び
邸
内
の
花
見
を
含

め
た
清
遊
に
誘
い
、
原
田
庄
左
衛
門
（
一
八
五
五
―
一
九
三
八
、

「
博
文
堂
主
人
」）
の
同
伴
も
求
め
て
い
る
。

　

上
述
の
よ
う
に
『
目
録
』
の
編
纂
段
階
に
お
い
て
新
獲
書
画
が
あ

者
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っ
た
よ
う
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
書
簡
に
よ
っ
て
昭
和
二
年
に
「
徽

宗
五
色
鸚
鵡
図
巻
［
石
渠
旧
蔵
］」、
同
三
年
に
「
劉
松
年
蜀
道
図
立

軸
」、
同
六
年
に
お
い
て
も
「
書
画
金
石
」
が
獲
得
さ
れ
た
状
況
が

判
明
し
、
二
峯
の
収
集
活
動
が
昭
和
初
期
に
お
い
て
も
な
お
盛
ん
に

行
わ
れ
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。
一
方
、
五
六
九
三
書
簡
（
昭
和
六
年

八
月
一
六
日
消
印
）
に
は
、

…
…
小
生
等
政
治
家
の
所
蔵
は
所
詮
／
将
来
四
散
の
運
命
を
免

れ
さ
る
べ
き
も
ソ
ノ
虞
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
／
目
録

〔
だ
〕
け

は
一
日
も
早
く
上
版
以
多
〔
い
た
〕
し
置
き
度
存
居
次
第
に
御

座
候

と
二
峯
が
湖
南
に
吐
露
す
る
よ
う
に
、
政
治
資
金
の
入
用
に
よ
り
、

将
来
的
に
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
四
散
す
る
こ
と
を
予
期
し
て
い
る
。
こ

の
こ
と
は
、
鶴
田
武
良
「
原
田
悟
朗
氏
聞
書
大
正
―
昭
和
初
期
に

お
け
る
中
国
画
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
成
立
（
（
（

」
に
も
、

…
…
お
金
が
い
く
ら
も
要
る
ん
で
す
ね
、
政
治
家
っ
て
の
は
。

そ
れ
で
だ
ん
だ
ん
品
物
を
手
放
す
よ
う
に
な
ら
れ
た
。
と
こ
ろ

が
私
の
方
は
前
に
〔
政
治
家
を
〕
お
や
め
な
さ
い
っ
て
何
度
も

い
っ
て
る
で
し
ょ
、
だ
か
ら
私
の
方
に
は
金
に
換
え
た
い
っ
て

い
え
な
い
。
そ
の
頃
、
京
都
に
田
中
寸
紅
堂
と
い
う
の
が
あ
っ

て
、
い
い
も
の
を
ど
ん
ど
ん
ア
メ
リ
カ
へ
持
っ
て
い
っ
た
。
そ

こ
へ
山
本
さ
ん
が
目
を
付
け
て
ア
メ
リ
カ
に
向
く
も
の
を
ず
い

ぶ
ん
出
さ
れ
た
。
結
局
、
私
の
方
が
苦
労
し
て
日
本
へ
持
っ
て

来
て
、
そ
れ
を
寸
紅
堂
が
ア
メ
リ
カ
へ
持
っ
て
い
っ
た
。
残
念

な
ん
で
す
が
、
結
局
東
洋
の
も
の
を
東
洋
に
残
す
と
い
う
、
は

じ
め
の
山
本
さ
ん
の
主
旨
に
反
す
る
よ
う
な
こ
と
に
な
っ
て
し

ま
っ
た
。

と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。「
寸
紅
堂
」
は
田
中
常
太
郎
（
一
八
八
五
―

一
九
三
九
）
が
早
稲
田
大
学
卒
業
後
に
京
都
に
開
設
し
た
書
画
骨
董

商
で
あ
る
（
（
（

。
ま
た
、
上
掲
「
徽
宗
五
色
鸚
鵡
図
巻
［
石
渠
旧
蔵
］」

は
清
内
府
か
ら
恭
親
王
を
経
て
、
昭
和
二
年
に
二
峯
が
収
蔵
し
、
昭

和
八
年
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
ア
ジ
ア
部
部
長
で
あ
っ
た
富
田
幸
次
郎

（
一
八
九
〇
―
一
九
七
六
）
が
マ
リ
ア
・
ア
ン
ト
ワ
ネ
ッ
ト
・
エ
ヴ

ァ
ン
ズ
基
金
を
利
用
し
て
、
同
館
に
購
入
し
て
い
る
（
（
（

。
こ
の
よ
う
に
、

昭
和
初
期
に
お
い
て
二
峯
は
収
集
と
散
佚
を
短
期
間
で
繰
り
返
し
て

い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

ま
た
、
湖
南
に
と
っ
て
も
二
峯
と
の
交
友
関
係
は
隠
棲
後
の
生
活

費
を
賄
う
上
で
重
要
で
あ
っ
た
。
二
峯
「
懐
人
八
律
」（
上
掲
『
詩

草
』
巻
一
所
収
）
第
二
首
に
、

　
　

屏
居
力
学
謝
時
流　

屏
居
し
て
力
め
て
学
び
時
流
を
謝
し

　
　

更
向
利
名
無
所
求　

更
に
利
名
に
向
ひ
求
む
る
所
無
し

　
　

千
載
興
亡
横
眼
底　

千
載
の
興
亡 

眼
底
に
横
た
へ

　
　

千
秋
得
失
上
心
頭　

千
秋
の
得
失 

心
頭
に
上
ぐ

多



 
（87）

　
　

揚
門
問
字
諸
生
過　

門
を
揚
げ
字
を
問
ふ
諸
生
過よ

ぎ

り

　
　

任
庫
羅
書
万
巻
収　

庫
に
任お

ふ
羅
書
万
巻
収
む

　
　

想
像
林
深
塵
遠
処　

林
深
塵
遠
の
処
を
想
像
せ
ば

　
　

騁
神
今
古
独
優
遊　

神
を
今
古
に
騁
し
て
独
り
優
遊
た
り

と
あ
る
。
こ
の
詩
の
第
一
句
に
「
屏
居
」
と
あ
る
よ
う
に
、
こ
の
詩

は
昭
和
二
年
八
月
、
恭
仁
山
荘
へ
隠
棲
し
た
後
の
湖
南
を
詠
じ
た
も

の
で
あ
る
。
首
聯
で
は
湖
南
の
学
究
態
度
、
頷
聯
で
は
東
洋
史
家
、

頸
聯
で
は
教
育
者
・
蔵
書
家
と
し
て
の
湖
南
の
一
面
を
詠
じ
、
尾
聯

で
は
湖
南
が
俗
世
か
ら
離
れ
悠
々
自
適
に
隠
棲
す
る
さ
ま
を
活
写
し

て
い
る
。
一
方
、
こ
こ
に
詠
じ
ら
れ
る
よ
う
な
隠
棲
後
の
旺
盛
な
湖

南
の
学
究
活
動
を
支
え
る
に
は
、
そ
れ
な
り
の
資
金
が
必
要
で
あ
っ

た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
五
六
〇
六
書
簡
（
昭
和
六
年
一
二
月

二
九
日
消
印
）
封
書
本
紙
に
、

拝
啓
澄
懐
堂
書
画
目
録
／
序
文
先
達
手
御
送
致
を
蒙
り
／
正
に

到
着
直
ち
に
印
刷
へ
廻
し
／
置
き
候
処
当
時
内
閣
交
迭
の
／
間

際
に
て
非
常
に
混
雑
致
し
／
居
り
し
為
め
貴
方
へ
の
御
回
答
を

／
井
土
霊
山
君
に
托
し
置
き
し
に
／
同
氏
の
失
念
に
て
竟
に
御

無
沙
汰
／
に
相
成
り
居
り
候
趣
数
日
前
／
博
文
堂
よ
り
承
り
恐

縮
致
／
し
居
り
候
次
第
に
御
座
候
／
菲
薄
汗
顔
に
候
へ
共
御
礼

の
／
印
迄
に
金
百
円
也
郵
便
／
為
替
を
以
て
茲
許
同
封
拜
／
呈

以
多
〔
い
た
〕
し
候
間
御
受
納
被
下
度
候

と
あ
る
よ
う
に
、
上
掲
『
目
録
』
序
文
執
筆
の
御
礼
と
し
て
湖
南
に

百
円
の
為
替
を
送
付
し
て
い
る
。
五
六
二
五
書
簡
（
昭
和
八
年
七
月

二
二
日
消
印
）
封
書
本
紙
に
、

拝
啓
蕉
雪
吟
館
詩
草
／
上
梓
に
関
し
御
助
力
を
辱
／
ふ
し
難
有

奉
存
候
／
何
か
謝
／
意
を
表
し
度
存
じ
候
へ
共
遠
／
隔
の
地
ニ

て
不
任
其
意
依
て
／
甚

〔
だ
〕
失
礼
に
相
候
へ
共
別
箋
／
小

為
替
二
枚
同
封
以
多
〔
い
た
〕
し
候
間
御
笑
納
被
下
度
候

と
記
し
、
上
掲
『
詩
草
』
上
梓
へ
の
協
力
に
対
し
て
、
二
峯
は
「
為

替
二
枚
」
の
謝
礼
を
送
付
し
て
い
る
。
ま
た
、
上
掲
五
六
〇
六
書
簡

で
は
謝
礼
を
含
め
た
序
文
受
領
の
連
絡
が
二
峯
か
ら
な
く
、
湖
南
が

博
文
堂
に
照
会
を
依
頼
し
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
。「
犬
養
木
堂
を

中
心
と
す
る
収
蔵
集
団
」
の
事
務
局
と
し
て
活
動
し
た
博
文
堂
に
つ

い
て
、
上
掲
前
稿
で
は
「
…
…
こ
の
収
蔵
集
団
が
収
蔵
に
ま
つ
わ
る

リ
ス
ク
を
事
前
に
回
避
し
、
収
蔵
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、
収

蔵
家
と
賞
鑑
家
の
間
の
連
絡
・
調
整
の
一
切
を
執
り
行
う
」
役
割
を

担
っ
て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
た
が
、
こ
の
こ
と
を
示
す
証
左
と
い
え

る
。
た
だ
し
、
上
述
の
よ
う
に
、
二
峯
は
漢
詩
の
応
酬
や
添
削
を
通

じ
て
湖
南
と
密
接
に
交
流
し
て
い
た
た
め
に
、
同
集
団
の
他
の
収
蔵

家
と
は
異
な
り
、
湖
南
に
直
接
送
金
し
た
り
、
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
鑑
賞
に
招
待
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

多
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三　

二
峯
の
収
蔵
観
と
文
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

　

上
掲
八
三
七
四
書
簡
に
は
七
絶
六
首
が
同
封
さ
れ
、
そ
の
う
ち
五

首
が
「
次
湖
南
先
生
見
似
五
首
韻
却
呈
併
記
懐
」
と
題
し
て
二
峯
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
詠
じ
ら
れ
、
詩
の
割
注
に
は
二
峯
の
収
蔵
に
関
わ

る
重
要
な
情
報
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
詩
は
上
掲

『
詩
草
』
巻
二
に
採
録
さ
れ
る
段
階
で
改
作
さ
れ
、「
偶
興
次
内
藤
湖

南
韻
」
の
題
下
に
、
二
首
を
減
じ
て
三
首
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
上

述
の
よ
う
に
、
こ
れ
ら
は
昭
和
二
年
の
作
で
あ
り
、
実
質
的
に
二
峯

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
完
成
し
た
時
期
に
あ
た
る
。
ゆ
え
に
、
二
峯
が

そ
の
中
で
優
品
と
選
定
し
た
も
の
が
詠
じ
ら
れ
て
お
り
、
二
峯
の
収

蔵
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
二
峯
の
詩
で
は
専
ら
宋
元

画
（
五
代
を
含
む
）
を
題
材
と
し
て
い
る
た
め
、
二
峯
が
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
中
で
そ
れ
を
重
視
し
て
い
た
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。「
偶

興
次
内
藤
湖
南
韻
」
第
二
首
（
上
掲
『
詩
草
』
巻
二
所
収
）
に
、

　
　

不
問
囊
中
銭
有
無　

問
は
ず
囊
中 

銭
の
有
る
や
無い

な

や
を

　
　

退
朝
沽
酔
倚
庭
梧　

退
朝 

沽
酔
し 

庭
梧
に
倚
る

　
　

秋
深
木
落
園
林
寂　

秋
深
く
木
落
ち 

園
林
寂
し
く

　
　

断
雁
孤
亭
想
画
図　

断
雁 

孤
亭 

画
図
を
想
ふ

と
あ
る
。
こ
の
詩
の
削
除
さ
れ
た
割
注
（
上
掲
八
二
二
四
書
簡
所

収
）
に
、「
錫
秋
園
有
孤
亭
。
名
「
迷
愚
廬
」。
吾
淹
息
処
也
。」（
錫

秋
園
に
孤
亭
有
り
。「
迷
愚
廬
」
と
名
づ
く
。
吾
が
淹
息
の
処
な

り
。）
と
あ
り
、
二
峯
の
邸
宅
の
庭
で
あ
る
「
錫
秋
園
」
に
あ
る

「
孤
亭
」
と
、
倪
瓚
（
一
三
〇
一
―
一
三
七
四
）「
断
雁
孤
亭
図
」

（
第
三
首
割
注
参
照
）
を
掛
け
て
い
る
。
本
図
は
上
掲
『
目
録
』
に

見
え
な
い
た
め
委
細
は
不
明
で
あ
る
。
続
い
て
、
第
三
首
（
上
掲

『
詩
草
』
巻
二
所
収
）
に
、

　
　

形
役
労
労
老
世
途　

形
役
し
て
労
労
と
し
て
世
途
に
老
い

　
　

白
頭
難
耐
画
雄
図　

白
頭
耐
へ
難
き
も
雄
図
を
画
る

　
　

他
時
吾
亦
追
荊
浩　

他
時
吾
も
亦
た
荊
浩
を
追
ひ

　
　

欲
縦
清
流
濯
足
娯　

清
流
に
足
を
濯
ふ
の
娯
し
み
を
縦
に
せ
ん

と
欲
す

と
あ
り
、
割
注
に
、「
倪
雲
林
「
断
雁
孤
亭
図
」、
荊
浩
「
濯
足
図
」、

共
係
吾
家
蔵
弃
。」（
倪
雲
林
「
断
雁
孤
亭
図
」、
荊
浩
「
濯
足
図
」、

共
に
吾
が
家
の
蔵
弃
に
係
る
。）
と
あ
る
。「
濯
足
」
は
「
五
代
人
画

濯
足
図
立
軸
」（
上
掲
『
目
録
』
巻
一
所
収
）
を
指
し
、
羅
振
玉

『
南
宗
衣
鉢
』
巻
一
（
博
文
堂
合
資
会
社
、
一
九
一
六
）
の
目
録
に
、

「
濯
足
図
立
幀
［
無
款
。
今
定
為
荊
浩
。
上
虞
羅
氏
雪
堂
蔵
。（
款
無

し
。
今
定
め
て
荊
浩
と
為
す
。
上
虞
羅
氏
雪
堂
の
蔵
。）］」
と
あ
る
。

ゆ
え
に
、
該
図
は
羅
を
経
て
二
峯
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
の
詩
で
は
該
図
と
「
濯
足
」
の
典
拠
で
あ
る
『
楚
辞
』
の

「
漁
父
辞
」
を
掛
け
て
い
る
。
な
お
、
削
除
さ
れ
た
割
注
（
八
三
七
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四
書
簡
所
収
）
で
は
「
家
蔵
宋
人
画
濯
足
図
」（
宋
人
画
濯
足
図
を

家
蔵
す
。）
と
す
る
が
、
湖
南
の
指
導
を
得
て
詩
及
び
割
注
で
も
後

梁
（
五
代
）
の
荊
浩
を
作
者
と
す
る
よ
う
に
改
め
ら
れ
て
お
り
、
湖

南
の
羅
に
対
す
る
敬
慕
の
念
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
次
の

一
首
（
上
掲
『
詩
草
』
未
収
録
、
八
三
七
四
書
簡
所
収
）
に
、

　
　

鑑
画
難
分
雄
与
雌　

画
を
鑑み

る
に
雄
と
雌
と
を
分
か
ち
難
く

　
　

学
書
還
笑
莫
宗
師　

書
を
学
ぶ
に
還
た
宗
師
莫
き
を
笑
ふ

　
　

澄
懐
堂
上
焚
香
読　

澄
懐
堂
上 

香
を
焚
き
て
読
む

　
　

一
幅
無
声
北
苑
詩　

一
幅
声
無
き
北
苑
の
詩

［
董
源
「
雲
壑
松
風
図
」、
曩
在
羅
氏
雪
堂
。
今
帰
余
澄
懐
堂

（
董
源
「
雲
壑
松
風
図
」、
曩
に
羅
氏
雪
堂
に
在
り
。
今 

余
の

澄
懐
堂
に
帰
す
。）］

と
あ
る
。「
雌
雄
」
は
優
劣
、「
無
声
北
苑
詩
」
で
董
源
（
北
苑
と

も
、
？
―
九
六
二
）
の
「
董
源
雲
壑
松
風
図
立
軸
［
石
渠
旧
蔵
］」

（
上
掲
『
目
録
』
巻
一
所
収
）
を
指
す
。
上
掲
『
南
宗
衣
鉢
』
跋
尾

巻
一
に
「
董
北
苑
雲
壑
松
風
図
［
上
虞
羅
氏
雪
堂
蔵
］」
と
あ
り
、

該
図
も
羅
を
経
て
二
峯
に
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
時
期
が
不
明
で
あ
る
が
「
公
暇
家
居
観
黄
公
望

江
山
勝
覧
図
」（
上
掲
『
詩
草
』
巻
一
所
収
）
が
あ
り
、
こ
れ
は

「
黄
公
望
江
山
勝
覧
図
巻
［
石
渠
旧
蔵
］」（
上
掲
『
目
録
』
巻
二
所

収
）
を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
上
掲
『
目
録
』
に
よ
る
と
、
至
正
戊

子
（
八
年
、
一
三
四
八
）
の
黄
公
望
（
一
二
六
九
―
一
三
五
四
）
の

自
跋
が
見
え
る
と
い
う
。
ま
た
、「
許
道
甯
雪
山
楼
観
図
李
唐
山
荘

琴
棋
図
同
時
帰
吾
有
賦
此
紀
喜
」（
上
掲
『
詩
草
』
巻
二
所
収
）
に
、

　
　

道
甯
筆
墨
抜
時
流　

道
甯
の
筆
墨 

時
流
を
抜
き

　
　

晞
古
丹
青
無
匹
儔　

晞
古
の
丹
青 

匹
儔
無
し

　
　

夏
壑
煙
嵐
冬
嶂
雪　

夏
壑
の
煙
嵐 

冬
嶂
の
雪

　
　

一
時
入
我
読
書
楼　

一
時
我
が
読
書
楼
に
入
る

と
あ
る
よ
う
に
、
許
道
寧
と
李
唐
（
字
は
晞
古
）
の
二
巻
を
同
時
に

入
手
し
た
こ
と
を
二
峯
は
喜
ん
で
い
る
。
前
者
は
「
許
道
寧
雪
山
楼

観
図
縦
軸
［
宣
和
旧
物
］」（
上
掲
『
目
録
』
巻
一
所
収
、
大
阪
市
立

美
術
館
蔵
）、
後
者
は
「
李
唐
水
荘
琴
棋
図
立
軸
」（
同
前
、
藤
井
斉

成
会
有
鄰
館
蔵
）
を
指
す
。

　

さ
て
、
上
掲
『
目
録
』
を
通
覧
す
る
と
、
二
峯
は
全
時
代
の
書
画

を
網
羅
的
に
収
集
し
て
い
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
上
掲
『
目

録
』
の
自
序
に
、

…
…
上
は
漢
魏
六
朝
の
断
簡
零
墨
、
下
は
唐
宋
の
名
公
巨
卿
、

元
の
王
呉
倪
黄
、
明
の
文
沈
唐
仇
よ
り
清
の
四
王
呉
惲
湯
戴
の

諸
大
家
に
迨
ぶ
ま
で
、
歴
代
大
小
の
名
蹟
妙
墨
、
一
々
年
次
を

逐
ひ
、
系
統
に
従
つ
て
解
説
を
加
へ
、
稿
を
大
正
甲
子
初
春
に

起
し
て
今
茲
新
秋
を
以
て
筆
を
擱
す
る
に
至
れ
り
。

と
記
さ
れ
る
よ
う
に
、
系
統
的
な
収
集
に
も
心
が
け
、
ま
さ
に
二
峯
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一
代
で
通
史
を
構
築
す
る
よ
う
な
態
度
で
収
集
し
て
い
た
こ
と
が
窺

わ
れ
る
。
一
方
、
二
峯
の
文
物
を
詠
じ
た
詩
を
見
る
と
、
宋
元
画

（
五
代
を
含
む
）
を
重
視
し
て
い
る
こ
と
が
明
白
で
あ
り
、
こ
の
こ

と
は
上
掲
「
宝
宋
堂
」
の
斎
号
に
象
徴
的
に
表
さ
れ
て
い
る
。

　

大
正
時
代
ま
で
は
江
戸
時
代
以
前
に
日
本
に
流
入
し
た
「
古
渡
」

が
重
視
さ
れ
て
い
た
。
北
宋
の
山
水
画
や
元
末
四
大
家
の
作
品
は
そ

れ
に
は
見
ら
れ
な
い
も
の
で
あ
り
、
久
世
夏
奈
子
氏
に
よ
る
と
、

「
新
渡
」（
明
治
時
代
以
後
に
日
本
に
流
入
し
た
も
の
）
の
評
価
が
定

ま
っ
た
の
は
昭
和
五
年
前
後
と
い
う
（
（
（

。
ゆ
え
に
、
古
渡
と
新
渡
の
評

価
が
二
分
し
て
い
た
時
期
に
、
二
峯
は
新
渡
の
宋
元
画
を
積
極
的
に

収
集
し
、
宋
元
画
の
再
評
価
を
試
み
て
い
た
と
判
断
さ
れ
る
。
ま
た
、

同
じ
頃
、
中
国
絵
画
史
研
究
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
湖
南
は
周
囲
の
収

蔵
家
が
収
集
し
た
新
渡
の
絵
画
を
基
準
作
品
と
し
、
董
其
昌
（
一
五

五
五
―
一
六
三
六
）
が
提
唱
し
、
清
内
府
や
高
官
の
収
集
の
背
景
に

あ
っ
た
「
南
北
宗
論
」（
尚
南
貶
北
論
）
に
基
づ
い
て
中
国
絵
画
を

再
評
価
し
、
そ
の
成
果
は
没
後
に
内
藤
虎
次
郎
『
支
那
絵
画
史
』

（
弘
文
堂
書
房
、
一
九
三
八
）
と
し
て
整
理
さ
れ
た
（
（1
（

。
一
方
、
二
峯

が
詩
や
書
簡
に
取
り
上
げ
た
画
人
を
見
る
と
、
荊
浩
・
許
道
寧
・
董

源
・
倪
瓚
・
黄
公
望
と
い
っ
た
南
宗
正
統
絵
画
の
流
れ
を
汲
む
も
の

か
ら
、
李
唐
や
劉
松
年
と
い
っ
た
北
宗
画
の
流
れ
に
当
た
る
も
の
も

収
集
し
て
い
る
。
よ
っ
て
、
二
峯
は
湖
南
に
自
身
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
鑑
定
を
依
頼
は
し
て
い
た
が
、
湖
南
の
主
張
の
背
景
に
あ
る
「
南

北
宗
論
」
の
み
に
囚
わ
れ
ず
に
、
自
ら
の
審
美
眼
に
よ
っ
て
宋
元
画

を
収
集
・
再
評
価
を
試
み
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

　

つ
づ
い
て
、
二
峯
の
文
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
検
討
し
て
お

き
た
い
。
上
掲
杉
村
氏
論
考
（
二
〇
頁
）
に
、「
…
…
ま
た
二
峯
は
、

中
国
の
「
金
石
」
を
も
集
め
た
と
自
ら
記
す
が
、
例
え
ば
殷
周
の
青

銅
器
や
漢
魏
以
後
の
石
刻
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
拓
本
や
法
帖
を
収

集
し
て
い
た
と
い
う
記
録
は
な
く
、
も
と
よ
り
現
物
も
伝
わ
っ
て
い

な
い
の
で
、
真
相
は
明
ら
か
で
な
い
。」
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
が
、

二
峯
は
文
物
の
優
品
も
収
蔵
し
て
い
た
と
見
ら
れ
る
。「
偶
興
次
内

藤
湖
南
韻
」（
上
掲
『
詩
草
』
巻
二
所
収
）
第
一
首
に
、

　
　

松
風
泉
韻
滌
塵
襟　

松
風 

泉
韻 

塵
襟
を
滌あ

ら

ひ

　
　

此
処
不
聴
環
珮
音　

此
処
に
は
聴
か
ず 

環
珮
の
音

　
　

鐘
鼎
両
三
書
万
巻　

鐘
鼎 

両
三 

書
万
巻

　
　

壁
間
亦
挂
一
張
琴　

壁
間 

亦
た
挂
く
一
張
の
琴

と
あ
る
よ
う
に
、
鐘
鼎
・
漢
籍
・
琴
も
蒐
集
し
て
い
た
こ
と
が
窺
わ

れ
る
。
具
体
的
に
は
、
こ
の
詩
の
削
除
さ
れ
た
割
注
（
上
掲
八
二
七

四
書
簡
所
収
）
に
、「
端
陶
斎
克
鼎
、
陳
簠
斎

盤
、
宋
元
版
古

本
数
巻
、
澄
懐
堂
珍
什
也
。」（
端
陶
斎
克
鼎
、
陳
簠
斎

盤
、
宋

元
版
古
本
数
巻
、
澄
懐
堂
の
珍
什
な
り
。）
と
見
え
る
。
前
者
の
端

方
（
号
は
陶
斎
、
一
八
六
一
―
一
九
一
一
）
旧
蔵
の
「
克
鼎
」
は
一

取
虐

取
虐
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般
に
「
大
克
鼎
」（
上
海
博
物
館
所
蔵
）
に
対
し
て
「
小
克
鼎
」
と

称
さ
れ
る
。「
小
克
鼎
」
は
七
種
あ
り
、
そ
の
う
ち
四
種
は
中
国
の

所
蔵
機
関
に
、
三
種
は
日
本
に
伝
わ
り
、
藤
井
斉
成
会
有
鄰
館
、
黒

川
古
文
化
研
究
所
、
台
東
区
立
書
道
博
物
館
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
（
（1
（

、

端
方
・
二
峯
を
経
て
、
上
掲
三
機
関
の
い
ず
れ
か
に
所
蔵
さ
れ
た
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。
後
者
の
「

盤
」（「
取
膚
盤
」）
は
呉
式
芬

（
一
七
九
六
―
一
八
五
六
）・
陳
介
祺
（
一
八
一
三
―
一
八
八
四
）
を

経
て
二
峯
の
所
蔵
と
な
っ
た
（
（1
（

。
ま
た
、
次
の
一
首
（
上
掲
『
詩
草
』

未
収
録
、
八
三
七
四
書
簡
所
収
）
に
、

　
　

白
髪
垂
肩
懶
自
梳　

白
髪
肩
に
垂
れ
て
自
ら
梳
く
を
も
懶も

の
うく

　
　

怡
情
漢
魏
六
朝
書　

情
を
漢
魏
六
朝
の
書
に
怡よ

ろ
こば

し
む

　
　

時
流
頻
遂
新
奇
去　

時
流 

頻
り
に
新
奇
に
逐
ひ
て
去ゆ

く
も

　
　

吾
与
古
人
同
処
居　

吾
と
古
人
と
は
処
居
を
同
じ
く
す

と
あ
り
、
そ
の
割
注
に
「
余
蔵
漢
魏
断
石
数
件
、
北
魏
正
始
元
年
高

洛
周
造
象
碑
、
其
尤
也
。
又
六
朝
人
書
十
数
巻
、
係
敦
煌
出
窟
「
文

選
」
一
巻
、
最
珍
。」（
余
の
蔵
す
る
漢
魏
断
石
数
件
、
北
魏
正
始
元

年
の
高
洛
周
造
象
碑
は
、
其
の
尤
な
り
。
又
た
六
朝
人
の
書
十
数
巻
、

敦
煌
出
窟
に
係
る
「
文
選
」
一
巻
は
、
最
も
珍
な
り
。）
と
見
え
る
。

こ
の
記
載
に
よ
っ
て
、
二
峯
が
漢
魏
の
断
石
を
数
件
、
六
朝
人
の
書

を
十
数
巻
収
蔵
し
、
と
り
わ
け
北
魏
「
高
洛
周
造
像
碑
」（
五
〇
四
、

台
東
区
立
書
道
博
物
館
蔵
）
と
「
文
選
弁
明
論
」（
重
要
文
化
財
、

上
野
家
蔵
）
が
優
品
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
前
者
は
端
方

『
陶
斎
蔵
石
記
』
巻
六
に
、「
高
洛
周
七
十
人
等
造
象
碑
」、「
書
道
博

物
館
蔵
金
石
拓
本
目
録
（
七
）」（『
書
菀
』
第
三
巻
第
八
号
、
一
九

三
九
、
七
九
頁
）
に
、「
高
洛
周
等
造
象 

正
書 

正
始
元
年
三
月 

原

石 

本
館
蔵 

全
拓
条
幅
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
端
方
・
二
峯
を
経
て
、

不
折
（
上
掲
）
に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
後
者
は

「
燉
煌
石
室
文
選
弁
命
論
巻
」（
上
掲
『
目
録
』
巻
一
所
収
）
を
指
す
。

赤
尾
栄
慶
氏
は
本
巻
の
軸
と
し
て
用
い
ら
れ
た
不
折
の
跋
文
を
掲
載

し
、
上
野
家
へ
の
入
手
経
路
は
不
明
と
す
る
が
、
上
掲
『
目
録
』
巻

一
と
不
折
跋
文
の
内
容
が
一
致
す
る
た
め
、
二
峯
・
不
折
を
経
て
上

野
家
に
収
蔵
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
（
（1
（

。
こ
の
ほ
か
に
も
、「
獲

祁
豸
佳
手
刻
銅
印
志
喜
」（
上
掲
『
詩
草
』
巻
一
所
収
）
に
よ
る
と
、

二
峯
は
明
末
清
初
の
祁き

豸ち

佳か

（
天
啓
七
年
〔
一
六
二
七
〕
の
挙
人
）

の
銅
印
（
本
文
に
「
以
義
為
利
」、
側
款
に
「
祁
豸
佳
」
と
刻
す
）

を
収
蔵
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
二
峯
は
刀
剣
・
書
画
・
文
房
具
以
外
に
も
、
金

石
・
印
章
・
漢
籍
・
琴
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
特
に
「
高
洛
周
造
像
碑
」
や
「
文
選
弁
明
論
」
は
二
峯
か

ら
不
折
に
伝
わ
っ
て
お
り
、
端
方
旧
蔵
の
「
小
克
鼎
」
も
そ
の
可
能

性
が
あ
ろ
う
。
以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
入
手
経
路
が
あ

ま
り
検
討
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
不
折
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
は
、
少
な

取
虐
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か
ら
ず
二
峯
由
来
の
も
の
が
存
在
す
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
こ
れ
ま
で
検
討
の
対
象
と
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
関
西
大

学
図
書
館
内
藤
文
庫
所
蔵
湖
南
宛
二
峯
書
簡
を
分
析
の
対
象
と
し
、

二
峯
の
収
蔵
に
お
け
る
交
友
関
係
、
収
蔵
観
、
文
物
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

の
実
相
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
検
討
の
結
果
、
二
峯
は
収
蔵
に
お
け

る
交
友
関
係
の
中
で
昭
和
初
期
に
湖
南
、
雨
山
、
羅
を
重
視
し
、
特

に
二
峯
は
湖
南
と
漢
詩
の
応
酬
や
添
削
を
受
け
、
自
身
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
の
鑑
賞
に
招
待
す
る
一
方
で
、
湖
南
の
学
究
活
動
を
支
え
て
い

た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
ま
た
、
二
峯
は
網
羅
的
・
系
統
的
な

書
画
の
収
集
を
行
う
一
方
で
、
新
渡
の
宋
元
画
を
積
極
的
に
収
蔵
し

て
「
宝
宋
堂
」
と
号
し
、
宋
元
画
の
価
値
判
断
が
分
か
れ
る
時
期
に

あ
っ
て
、
湖
南
の
「
南
北
宗
論
」
を
尊
重
し
た
鑑
定
だ
け
に
依
拠
す

る
の
で
は
な
く
、
自
ら
の
審
美
眼
に
よ
っ
て
そ
の
再
評
価
を
試
み
た

も
の
と
判
断
し
た
。
そ
し
て
、
二
峯
に
は
刀
剣
・
書
画
・
文
房
具
以

外
に
も
金
石
・
印
章
・
漢
籍
・
琴
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
そ
の

一
部
は
不
折
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
継
承
さ
れ
た
こ
と
が
判
明
し
た
。

な
お
、
今
回
取
り
上
げ
た
資
料
の
中
に
は
、
書
や
明
清
画
に
対
し
て

は
全
く
言
及
が
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
別
の
資
料
を
用

い
て
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　　
　

注

（
1
）
斎
号
の
典
拠
は
下
記
の
通
り
で
あ
る
。
澄
懐
堂
は
杉
村
邦
彦
「
内
藤

湖
南
と
山
本
二
峯
―
澄
懐
堂
収
蔵
の
中
国
書
画
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
書

学
書
道
史
研
究
』
第
六
号
、
一
九
九
六
、
一
七
―
三
六
頁
。
杉
村
邦
彦

『
墨
林
談
叢
』〔
柳
原
書
店
、
一
九
九
八
、
三
四
七
―
三
九
三
頁
〕
に
増

補
改
訂
版
所
収
）、
香
雪
書
屋
は
上
掲
『
目
録
』
二
峯
自
序
、
蕉
雪
吟
館

は
上
掲
『
詩
草
』、
陶
然
居
は
五
六
二
五
・
八
三
六
一
書
簡
の
封
緘
の
際

に
押
さ
れ
た
「
陶
然
居
」
朱
文
楕
円
印
（
最
大
縦
四
・
五
セ
ン
チ
×
横

二
セ
ン
チ
）、
宝
宋
堂
は
『
二
峯
先
生
蔵
硯
宝
宋
堂
書
画
展
観
目
録
』

（
一
九
三
四
、
主
催
者
は
江
藤
濤
雄
〔
長
安
荘
〕
と
井
上
清
一
〔
晩
翠

軒
〕）、
海
山
仙
館
は
「
海
山
僊
館
偶
得
」（
上
掲
『
詩
草
』
巻
一
）
に
よ

る
。
ま
た
、
以
下
、
二
峯
の
閲
歴
と
収
蔵
に
関
し
て
は
、
本
文
掲
載
の

も
の
以
外
に
、
二
峰
先
生
小
伝
編
纂
会
編
『
山
本
二
峰
先
生
小
伝
』（
同

会
、
一
九
四
一
）、
猪
熊
信
行
「
澄
懐
堂
書
画
目
録
の
こ
と
―
二
峰
先
生

の
こ
と
」（『
書
道
芸
術
』
月
報
二
〇
〔
第
一
〇
巻
附
録
〕、
中
央
公
論
社
、

七
―
八
頁
）
な
ど
が
あ
る
。

（
2
）
国
華
倶
楽
部
編
『
罹
災
美
術
品
目
録
』（
私
家
版
、
一
九
三
三
、
二
四

〇
―
二
四
一
頁
）
参
照
。

（
3
）
前
掲
注
（
１
）『
二
峯
先
生
蔵
硯
宝
宋
堂
書
画
展
観
目
録
』、『
支
那
典

籍
書
画
著
録
印
譜
名
家
詩
集
法
帖
展
観
入
札
目
録
』（
一
九
三
八
、『
反

町
茂
雄
収
集
古
書
販
売
目
録
精
選
集
』
第
八
巻 

昭
和
十
三
年
六
月
～
十

四
年
四
月
四
日
、
ゆ
ま
に
書
房
、
二
〇
〇
〇
、
五
五
―
八
四
頁
〕
所

収
）
参
照
。
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（
4
）「
関
西
大
学
学
術
リ
ポ
ジ
ト
リ
」
に
、『
関
西
大
学
所
蔵
内
藤
文
庫

17
：
湖
南
宛
書
簡
～
』（
関
西
大
学
図
書
館
、
二
〇
一
三
）
が
電
子
デ
ー

タ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
（
令
和
三
年
二
月
一
四
日
閲
覧
・
印
刷
）。

http:/hdl.handle.net/10112/10443 

参
照
。

（
5
）
拙
稿
「
中
国
書
画
碑
帖
の
日
本
流
入
に
関
す
る
一
考
察
―
収
蔵
家
・

菊
池
惺
堂
を
起
点
と
し
て
―
」（『
日
本
中
国
学
会
報
』
第
七
一
集
、
二

〇
一
九
、
一
八
七
―
二
〇
〇
頁
）
参
照
。

（
6
）『
日
中
国
交
正
常
化
20
周
年
記
念 

「
中
国
明
清
名
画
展
」』（
財
団
法
人

日
中
友
好
会
館
、
一
九
九
二
、
頁
数
無
記
載
）
参
照
。

（
7
）
寸
紅
堂
は
、
杉
村
邦
彦
「
内
藤
湖
南
に
お
け
る
学
問
研
究
と
書
法
創

作
と
の
関
係
―
『
玉
石
雑
陳
』
を
手
が
か
り
と
し
て
―
」（『
湖
南
』
第

三
八
号
、
二
〇
一
八
、
二
〇
―
二
九
頁
）
参
照
。

（
8
）
そ
ご
う
美
術
館
編
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
至
宝 
中
国
宋
元
画
名
品
展

図
録
』（
同
館
、
一
九
九
六
、
一
〇
・
一
三
三
頁
）、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

他
編
『
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
の
至
宝
展
―
東
西
の
名
品
珠
玉
の
コ
レ
ク
シ

ョ
ン
』（
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
七
、
五
七
頁
）
参
照
。

（
9
）
拙
稿
「
顔
世
清
の
来
日
と
中
国
書
画
の
日
本
へ
の
将
来
―
顔
氏
寒
木

堂
書
画
展
覧
会
を
中
心
と
し
て
―
」（『
中
国
近
現
代
文
化
研
究
』
第
一

八
号
、
二
〇
一
七
、
七
三
―
九
五
頁
）、
久
世
夏
奈
子
「『
国
華
』
に
見

る
古
渡
の
中
国
絵
画
―
近
代
日
本
に
お
け
る
「
宋
元
画
」
と
文
人
画
評

価
の
成
立
―
」（『
日
本
研
究
』
第
四
七
集
、
二
〇
一
三
、
五
三
―
一
〇

八
頁
）
参
照
。

（
10
）
曾
布
川
寛
「
解
説
」（
内
藤
湖
南
『
支
那
絵
画
史
』、
筑
摩
書
房
、
二

〇
〇
二
、
四
五
五
―
四
六
三
頁
）
参
照
。

（
11
）
進
藤
英
幸
「
中
国
周
代
青
銅
器
と
そ
の
銘
文
研
究
―
小
克
鼎
管
見

―
」（『
明
治
大
学
人
文
科
学
研
究
所
紀
要
』
通
号
四
〇
、
一
九
九
六
、

一
一
―
一
九
頁
）
参
照
。
な
お
、
端
方
『
陶
斎
吉
金
録
』
巻
一
に
は
三

種
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
12
）
王
国
維
『
三
代
秦
漢
金
文
箸
録
表
』
巻
六
（
芸
文
印
書
館
、
一
九
六

九
）
参
照
。

（
13
）
赤
尾
栄
慶
「
12
重
要
文
化
財
文
選
弁
命
論
一
巻
」
解
説
（
京
都
国
立

博
物
館
編
『【
特
別
展
覧
会
】
上
野
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
寄
贈
50
周
年
記
念 

筆
墨
精
神 

中
国
書
画
の
世
界
』、
朝
日
新
聞
社
、
二
〇
一
一
、
一
八
二

頁
）
に
よ
る
。
な
お
、
上
掲
『
目
録
』
巻
一
に
あ
る
「
文
選
巻
第
二
十

五
」
は
「
第
二
十
七
」
の
誤
り
で
あ
る
。

附
記

本
稿
は
主
に
二
〇
二
〇
年
度
の
関
西
大
学
図
書
館
に
お
け
る
調
査
研
究
に
基

づ
く
。
同
館
に
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
井
後
尚
久
氏
・
菅
野
智
明
氏

後
藤
秋
正
氏
に
御
教
示
を
賜
っ
た
。
記
し
て
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
本
稿
は

Ｊ
Ｓ
Ｐ
Ｓ
科
研
費
一
九
Ｋ
〇
〇
二
〇
一
に
よ
る
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

　
追
記

本
稿
提
出
後
、
邱
吉
「
山
本
悌
二
郎
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
そ
の
交
友
─
内
藤

文
庫
所
蔵
の
未
刊
書
簡
を
手
掛
か
り
に
」（『
東
ア
ジ
ア
文
化
交
渉
研
究
』
一

四
、
二
〇
二
一
年
三
月
三
十
一
日
、
四
四
九
─
四
五
九
頁
）
が
刊
行
さ
れ
た

が
論
旨
は
異
な
る
。
当
該
論
文
も
あ
わ
せ
て
参
照
さ
れ
た
い
。

�

（
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模
女
子
大
学
）


